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○優秀賞　5名
気を抜くな　毎日変わる危険個所　ハッとした　経験活かして　安全作業 スズキ労組相良支部 曽根　貢
安全を　守る責任　あなたから　少しの過信が　大きな災害 スニック労組 鈴木　さや香
危険作業　しない　させない　見のがさない　ＫＹ実施で　安全職場 スニック労組 大場　浩二
安全は心のゆとりがつくるもの　焦らず　慌てず　着実に スズキ販売労組自販富山支部 鍋田　駿
「安全」は　みんなの意識の　集合体　リスクを減らして　快適職場 スズキ販売労組自販高知支部 田原　藤太
○佳作　20名
危ないと思わぬことがケガのもと　必ず実施　危険予知 スズキ労組高塚支部 伊藤　正明
危険箇所　注意し合えば　けがは「0」　自信過剰はケガのもと 平岡ボデー労組 鈴木　啓敏
体より　心の疲労が事故を呼ぶ　いつも明るく安全作業 スズキ部品製造労組遠州精工支部 佐崎　崇
危険予知生かして先取り安全対策あなたが安全責任者 ベルソニカ労組  有川　剛正
これくらい　ゆるい心にひそむ事故　小さな事でも　即改善 スニック労組 鈴木　真敏
見つけたら　その場で摘み取れ　危険の芽　みんなで作ろう　0災職場 スズキ労組磐田支部 藤澤　友和
日頃から　みんなでやろう　危険予知　みんなで目指そう　0災職場 スズキ部品製造労組スズキ部品浜松支部 中澤　真実
決めたこと　守ってますか　あなたの作業　みんなで見守る　安全職場で無災害 スズキ部品製造労組スズキ部品浜松支部 梅本　成弘
災害は　慣れと油断と過信から　基本を守って安全職場 スズキ部品製造労組スズキ精密支部 伊藤　均
「まあいいか」 慣れと油断が事故のもと 初心に戻りゼロ災害 ベルソニカ労組 大岩　俊樹
油断する 誰も見てないその状況 ルールを守って安全作業 ベルソニカ労組 本多　陽介
慣れた作業、気づかぬうちに　危険個所　気づいた人が即指摘 スニック労組 大橋　百希
自己判断　見過ごす事が　命取り　みんなで防ごう　労働災害 スニック労組 小野寺　哲也
見逃すな！　基本に戻って再確認　しないさせない　不安全行動 小楠金属・熱処理労組 花澤　修
自信・慢心・自己中心　あなたが良くても、周りに被害！ 小楠金属・熱処理労組 岩田　直久
忘れるな　慣れた時こそKYT　その時活きる　日頃の訓練 スズキ部品富山労組 名場　武志
急がず騒がず　安全作業　急がば回れ確認作業 浜松パイプ労組 嶋津　吉宏
慣れた作業　判断ミスで事故発生　初心に戻る　素直な心 スズキ販売労組自販山形支部 斎藤　美樹
安全第一　忘れがち　注意しあえる　良い職場 スズキ販売労組スズキ岡山支部 杉本　秀聡
我流、手抜きは危険が満載　みんなで守ろう　作業手順 スズキ販売労組自販熊本支部 山口　義輝

4,072作品ものご応募ありがとうございました！

2014年安全標語入賞作品 （敬称略）

作業手順　守る意識と見直す知識　高めて築く　ゼロ災職場

2014年 安全標語入賞作品発表
本年度も、労働災害防止と安全意識の高揚、安全活動の定着を図ることを目的に「全国安全週間・7月1日（火）～ 7月7日

（月）」 が実施されます。スズキ労連では5・6月を準備期間、7月を労働安全強化月間と設定し、労働災害撲滅に向けて運
動を推進して行くため、『安全標語』を募集しました。今回は昨年をさらに上回る4,072作品もの応募があり、厳正なる審査
の結果、下記26作品が入賞しました。なお、最優秀賞・優秀賞の6作品は7月の安全強化月間中に各組合に掲示されます。
この安全強化月間を契機として、それぞれの職場において、労働災害防止の重要性について認識をさらに深め、日頃
から安全活動の着実な実行に取り組みましょう！

スズキ部品製造労組遠州精工支部　岡田　恒明さん

2014年 最優秀賞作品



第14次海外調査団派遣報告（ハンガリー・ドイツ）

スズキ労連は、6月1日(日)から7日(土)の7日間で、昨年に続
き第14次海外調査団（スズキ労連加盟組合の単組代表者9名と
事務局2名の計11名）をハンガリー、ドイツへ派遣しました。
今回訪問したのは、ハンガリーのマジャールスズキと販売
店、ドイツのスズキ　インターナショナル　ヨーロッパ
（S.I.E.）と販売店です。今回の調査は、スズキグループが両国
において事業展開している状況を踏まえ、駐在員や企業役員
との情報交換により、工場、販売の現状調査、周辺環境、労
働環境、労使関係について調査を行ない、組合役員として今
後の国際連帯活動に活かすとともに、加盟組合の企業進出や
今後の展開に活かせる方策を探ることを目的として実施しま
した。ご対応いただいた各企業の役員、駐在員の皆様には心
より感謝申し上げます。
調査の詳細は、調査団員からの報告をまとめた報告書を冊
子にして、加盟組合・支部にも配布させていただく予定です。
【第14次海外調査団　訪問企業】（訪問順）
ハンガリー
①マジャール スズキ社　（本社・四輪製造）
②Suzuki  Vilag　（四輪販売店）
③Pest　（四輪販売店）
ドイツ
④スズキインターナショナルヨーロッパ社　（S.I.E.）
⑤Autohaus  AVS　（四輪販売店）
⑥ZWEIRAD  SHOP  WAGNER　（二輪販売店）

ハンガリーでは駐在責任者との意見交換や工場、食堂、寮の見学、
販売店訪問を実施させて頂きました

ハンガリー

ドイツでは駐在責任者との意見交換、現地販売店（四輪・二輪）への訪問を
実施しました。

ドイツ

調査団訪問を受け入れて頂き、ありがとうございました。

○社会福祉施設・団体等への車両および物品寄贈 ○その他福祉団体への支援
○「ナイスハートふれあいのスポーツ広場」開催 ○「連合・愛のカンパ」への拠出

2013年車両寄贈(
沖縄)ワークセンタ

ー愛の園

ナイスハートふれあいのスポーツ広場

ドイツ

ハンガリー

自動車総連・スズキ労連は、毎年夏季の一時金支給時期に福祉カンパを展開してい
ます。このカンパ金は社会の恵まれない人たちやハンディキャップを負った皆さんに、
私たちの気持ちを自動車や福祉機器に代えて寄贈しようと毎年取り組んでおります。
昨年は皆様のご協力により、スズキ労連で5,212,896円、自動車総連全体では
152,712,863円集まりました。ありがとうございました。
今年も引き続き、ご理解とご協力をお願い致します。

7月1日（火）～7月19日（土）

自動車総連・スズキ労連

カンパ袋が職場を回りますので
ご協力お願いします。

自動車総連・福祉カンパ金の使途

2014年 
福祉カンパのお願い2014年 
福祉カンパのお願い


